
本学ならではの学びや魅力を感じていただける、２０１８年度オープンキャンパスが、４月２２日（日）からスタートしました。
今年度のオープンキャンパスは主要なプログラムを選択式とし、興味を持ったプログラムを自由に選んで参加していただけるようにしました。
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学生が各自の将来の夢
やその実現に向けて現
在取り組んでいること、
高校生へ向けてのメッセ
ージなどを発表しました。

学生プレゼンテーション

観光学部･国際交流学
部各学部で普段行って
いる授業の中から、特色
ある講義をピックアップ
して体験していただきま
した。

講義体験

国際交流学部のダンス
スタジオの授業の中か
ら、ヒップホップの体験
レッスンを実施。
この日はヒップホップの
トップダンサーの一人で
あるＡＫＡＮＥ先生が指
導してくださいました。

ダンス体験レッスン

国際交流サロンでは、毎
回ご好評をいただいて
いる「レッツトーク」を開
催。
お菓子や飲み物を片手
に先輩たちとざっくばら
んに歓談し、親睦を深め
ました。

レッツトーク

一組に一人の担当者が
つき、それぞれの疑問や
不安に丁寧にお答えす
る「個別相談コーナー」
にも、たくさんの方が相
談に訪れていました。

個別相談コーナー

本学全体の概要と観光
学部･国際交流学部そ
れぞれの学部の学びに
ついて、また２０１９年度
学生募集要項と各試験
ごとの詳細について、各
担当教職員が説明を行
いました。

大学ガイダンス･入試説明

いくつかの班に分かれ、
学内の主な施設や各学
部が授業で使う教室･
実習室などを学生･教職
員スタッフがご案内しま
した。

キャンパスツアー

お昼は学生食堂で、普
段学生に人気のメニュ
ーや当日だけの特別メ
ニューが無料で振舞わ
れました。
また、吹奏楽部の金管
アンサンブル演奏が食
卓に華を添えました。

ランチ体験

週刊東洋経済(２０１８年５月２３日臨時増刊号)の「本当に強い大学２０１８」特集において、本学が「総合ラン
キング」で第２５位にランクインしました。

新聞大手２紙（毎日新聞･読売新聞）にも掲載
５月９日（水）の２限目「観光学入門」の授業におい
て、元･観光庁長官であり現･大阪観光局理事長（
観光局長兼務）、大阪府･大阪市ＩＲ推進会議座長
である 溝畑 宏 氏による特別講演が行われました。

公演では、大阪府に招致を進めているＩＲ（統合型リ
ゾート）の基礎知識や現状、将来像などについて、
周辺の事情とともに詳しく解説してくださいました。

また、本講演には新聞大手２紙の取材が入り、公演
終了後に聴講した学生2名にインタビューを実施。
後日、講演の模様とともに掲載されました。

まさにこれからＩＲ問題と真正面から向かい合うこと
になる学生たちへ、心の中に直接語りかけるような
情熱を込めた大きな声でお話ししてくださっている
姿が印象的でした。

公演の様子

記者からインタビューを受ける学生

講演する 溝畑 宏 氏

13時から始まった式では、開式の辞･国歌演奏のあ
と、まず学長 赤木 攻 が新入生に対して入学の許
可を宣言し、続いて式辞を述べました。

次に、観光学部１年の宮田 葵生さん、国際交流学部
1年の馬久地 翼 さんが新入生３４７名の代表として
宣誓を行いました。

主要な学校関係者の紹介に続いて、ご来賓の熊取
町副町長 中尾 清彦 様よりご祝辞を賜りました。
そしてご来賓の方々や祝電の紹介がなされました。

引き続き、大学のこれまでの取り組みや強化クラブ
の紹介、留学先から帰国した学生の発表･先輩学
生からの歓迎の挨拶が行われました。

４月１日（日）、大阪観光大学および大阪観光大学
日本語別科の平成３０年度入学式が大阪市中央
公会堂（大阪市中央区）において挙行され、大阪観
光大学256名･日本語別科91名、計３４７名の新入
生が新たな一歩を踏み出しました。

歓迎アトラクションでは、併設校の明浄学院高等
学校吹奏楽部によるカラーガードや日本の伝統芸
能である能楽の演舞が行われました。

最後に、閉式の辞をもって入学式は終了。
新入生たちは引き続き、その場で行われる全体オ
リエンテーションに臨みました。

週刊東洋経済「本当に強い大学2018」

同調査は、全国国公私立大学を対象に、「教育・研
究力」「就職力」「財務力」「国際力」の各指標を評価
しトップ３００大学をランキング化し選出したもので、
昨年発行の「本当に強い大学２０１７」における「国際
力ランキング」第７位（西日本ではトップ）・「総合ラン
キング」第101位（539大学中）に続いての2年連続
のランクインとなりました。

本学は小さな大学ですが、 「Small is Beautiful」
をモットーにこれからも学習体制や環境の充実に力
を入れ、 大手私学に負けない大学づくりを目指して
まいります。
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吹奏楽部

広がる大観大サウンド︕府内外で大活躍

４月２１日（土）、和歌山県の紀三井寺球場へ本学硬
式野球部の試合（vs.大阪工業大学戦）の応援に行
きました。
お隣の府立日根野高校吹奏楽部･併設校の明浄学
院高校の吹奏楽部カラーガードの皆さんにもご協
力いただき、当日のスタンドはまるで甲子園のよう。
肝心の試合は0-2で惜しくも敗れてしまいましたが、
３校合同で熱い応援をすることができました。

学校の･クラブの垣根を越えて︕
本学がキャンパスを置く大阪府泉南郡熊取町の、熊
取町演奏にぎわい事業（熊取町イベント盛り上げ隊
）における活動の一環として、4月28日（土）には七
山病院で開催された「爽神堂フェア2018」で、翌29
日（日）には野外活動ふれあい広場で開催された「
水とみどりの和田山パーク ふれあいまつり」で、それ
ぞれ演奏を行いました。

「爽神堂フェア2018」では、フリーマーケットや抽選
会、ゆるキャラのパフォーマンスなど盛りだくさんのイ
ベ ン ト で 私 た ち も 楽 し ま せ て い た だ き ま し た 。
また、「ふれあいまつり」は初参加でしたが、コンサー
トのほか開会のファンファーレも担当させていただけ
るなど、貴重な経験をさせていただきました。

地元･熊取町の盛り上げを後押し︕

於︓大阪観光大学 明浄ホール（入場無料）

ポップスコンサート
Open 13:30 / Start 14:00
サマーコンサート
Open 13:30 / Start 14:00

於︓エブノ泉の森ホール 大ホール（入場無料）

第7回 定期演奏会
Open 13:30 / Start 14:00

硬式野球部

2018年春季リーグ戦終了･･･屈辱の最下位も入替戦でⅠ部残留決定︕
本学硬式野球部が所属する近畿学生野球連盟の、
２０１８年シーズン春季リーグ戦の全ての日程が終了
しました。

昨年の秋季リーグで悲願のⅠ部リーグ昇格を決め、
今シーズンより元ヤクルトスワローズ･近鉄バファロー
ズの投手で活躍した山本樹氏が新監督に就任し、昨
年より特別アドバイザーを務めている元ヤクルトスワ
ローズの伊勢孝夫氏との強力タッグで満を持して挑
んだⅠ部初陣の２０１８年度春季リーグでしたが…結
果は屈辱の最下位に。 Ⅰ部リーグの上位陣に手痛い洗礼を浴びる形となっ

てしまった本学硬式野球部はⅡ部リーグ１位の阪南
大学と入替戦に臨み、５／２２（火）に行われた第１戦を
6-3、５／２４（木）に行われた第２戦を6-4のいずれも逆
転勝ちで無事Ⅰ部リーグ残留を決めました。

秋季シーズンでは、今季最下位に終わった悔しさを
バネに、Ⅰ部リーグ優勝ひいては明治神宮大会出
場を目標に一戦一戦を頑張ってまいります。
皆様の温かいご声援をよろしくお願いいたします。

順位 大学名 勝点 勝率敗勝
１ 奈良学園大学 ５ 1.000010
２ 大阪工業大学 ４ .66748
３ 神戸大学 ３ .54556
４ 大阪市立大学 １ .38585
５ 和歌山大学 １ .27383
６ 大阪観光大学 １ .18292

2018年春季 Ⅰ部リーグ勝敗表

日本語
別　科

今回は、中国・韓国・モルドバ・バングラディシュ・ネ
パールと、５か国もの学生が集まりました。
天気はあいにくの雨でしたが、充実した一日を過ご
すことができました。

５月２３日（水）、本学日本語別科新入生７６名・伊丹
サテライト新入生８名の計８４人で、奈良へ校外学
習へ行きました。

昼食は、多彩な和食膳を賞
味しました。
食堂に入るなり、驚きの声を
上げて写真を撮る学生も。
鮮やかで美味しい食事に、
みんな嬉しそうでした。

最後に、墨の資料館を訪れました。
たくさんの展示物や職人が墨を練る姿を、興味深く
見学させていただき、職人が練り上げた出来立て
の墨を自分で握って作り上げる「握り墨」を体験し、
その墨を各々持ち帰らせていただきました。

まずは東大寺へ。
交通渋滞に巻き込まれた
ため、散策時間は短くなり
ましたが、学生たちは思い
思いに楽しんだようでした。

STPBI（インドネシア）

訪問歓迎プログラムを開催

そして歓迎式典を行い、本学からSTPBIへ感謝状
と記念の盾を贈呈しました。

４月１９日（木）、本学と学術交流協定を締結しているインドネシアの観光大学 SEKOLAH TINGGI PARI -
WISATA BALI INTERNASIONAL（STPBI）から20名の訪問団が本学を表敬訪問され、歓迎プログラムで
おもてなししました。

プログラムはまず本学吹奏楽部による歓迎演奏で
始まり、次いでSTPBIの I Nyoman Gede Astina 
教授によるバリ島の文化やもてなしについての特
別講義（通訳：本学観光学部 身玉山教授）が行わ
れました。

義守大学（台湾）

教育･学術交流に関する連携協定を締結
本学はこのたび、台湾・高雄市の義守大学と教育・
学術交流に関する連携協定を締結しました。

調印式は本年５月１日、義守大学キャンパスにて執
り行われ、本学からは大塚常務理事と山本顧問が
出席しました。

また、今回の協定締結にあたっては、両大学の硬式
野球部の相互交流についての話合いも行われ、今
までにない「スポーツ・ツーリズム」の観点からの交
流実現も期待されます。

【左】本学 大塚常務理事　【右】義守大学 陳振遠学長

［協定先大学の概要］

吹奏楽部による歓迎演奏

本学より感謝状と記念の盾を贈呈

I Nyoman Gede Astina 教授による特別講義

本学からはまず観光学部の山口隆子教授が「日本
の食文化」をテーマとした特別講義を行い、昼食を
兼ねておにぎりとケータリングのお弁当を体験して
いただきました。

上手に箸を使って弁当を食べるSTPBIの学生

そしてもう一本、同じく観光学部の中村真典教授
が「日本のホスピタリティ文化」をテーマとした特別
講義を行い、今年１月インドネシア実習に参加した
本学学生を交え日本のあいさつを通して交流しま
した。

中村教授の講義の様子

最後は日本の伝統的な服飾文化の一つである「ゆ
かた」に着替え、キャンパスをご案内しました。

一日を通して本学で様々なプログラムを体験して頂
き、笑顔溢れる国際交流となりました。

茶室で記念撮影

江原道（韓国）

江原道（カンウォンド）は、韓国の北東部に位置す
る県で、海あり山ありの環境に恵まれたリゾート地
です。
大ヒットしたドラマ『冬のソナタ』のロケ地となった
春川（チュンチョン）、２０１８年冬季オリンピック開催
地として知られる平昌（ピョンチャン）は、江原道を
代表する観光地です。

江原道庁と大阪観光大学とは、本年３月に学術交
流協定を締結しており、今後益々の交流の進展が
期待されます。

韓国の江原道庁職員様の歓迎式を実施
韓国の江原道（カンウォンド）総務行政官室の金光
哲（キム・カンチョル）課長が１年間、本学で観光学
研究所の客員研究員をつとめながら、日本語と観
光学の研修を受けられることになり、５月２日（水）に
大学協議会の場で歓迎式を行いました。

大学協議会で挨拶をされる金光哲課長

右から橘観光学部長･赤木学長･金課長･小原国際交流学部長補佐

大学名称︓義守大学（I-Shou University）
学校種別︓私立･総合大学
設 立 年︓1986年
所 在 地︓台湾（高雄市）

広がる国際交流の輪


